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17.1ク レ ー ン

膵業糾こ二I汁】‾る/卜推介雌化の動きiこ付い,39咋度ほクレーンをほ

じめ荷役機械の各機種とも,斯隅息!を採り入れた新鋭機が数多く､;雑

作され活況を呈した｡

39年度のおもなる記≡軌Tハとして,鉄鋼電ノ+関係でほ東海製鉄株式

会社に220/40t転炉用高速レードノしクレーン3子㌻,インド･タタ製

鉄所に8/10tx56′-0′′チャージングクレーンはか,i勾パキスタン･

マンダラ発電所に200t/30t天井クレーン2≠｢などを納入しノた.

またビル建築の高層化に対処して,新構想のl二りJクライミンゲ

式,175t-m揚程100mの大形タワークレーン2f一位完成し,火収

娃諸株式会社に納入した｡

鉄道関係においては,千丁椚鉄路局,アルゼンチン同鉄にそれぞ

れ,ディーゼル,ステイームのレヅキングクレーンを大量に納入し

た｡また橋りょう架設専用としてブリッジデリックカーを完丸 子｢

湾鉄路局に納入した｡これらの鉄道軌条走行の各クレーンは,随所

に新構想を採用した高能率の新鋭機である｡

港湾関係でほ大阪市港湾局の鉄鋼ふ頭に,セミロープトロリ式の

10t橋形クレーンを,また福岡市港湾后)には油圧駆動のふ錦クレー

ンを納入し,港湾荷役の能率化を図った｡

電気制御関係では,日立造船株式会社帆島1二場納60t天Jトクレー

ンにリアクタ制御を,また三井造船株式会什納捌)t水､卜川らクレ

ーンにシリコンダイナミックブレーキ制御を採1t‖ノて,静l卜樺附こ

r上る高精度速度制御方式の某棍を確､ソニした.｡
輪肘は38年にり幡惹き活発で,二東南アジア矧礼【ヰ､｢〕/′)ん,遠く

南アフリカにも納入した｡

また39年4月にインド政仰の正式認■可な行て,イソド有数の大

会杜であるACC祉と大外クレーンの製rF販売についての技術掟携

を締結し,〈じ産を開始することとなった.っ

17.1.1クレーン電気設備の現況

口立造船株式会社閃烏工場納60t大+トクレーンの二1二巻卜75kW

三相誘導電動棟の制御に,リアクタ制御を採用して好評を得た｡こ

のリアクタ制御は誘噂電動機の電庁制御で,碑二流電動機の電拝制御

すなわちワードレオナード制御に咋敵するすぐれた速度一トルク特

第2図 西パキスタン･マンダラ発電所納

2()0/30tx80mワ七井クレーン

第1岡 クレーン無線操縦装置(発信器)

件が得らjt,その需要は/㌢後いっそう増加すると思jっJtる｡またこ

のリ7クタ制御のリアクタをSCR(制御棒付きシリコン整流器)に

∫芹きかえることも可能で,現在研究中であるが,直流枚のSCRによ

る静lIルオナードとともに近い絹来,クレーソ制御に採用されよう｡

誘特電動機のダイナミックブレーキ制御用両液電源としてほ,従

来M Gセットが一般に用い巨)れてきたが,今回シリコソ整流詩話な

採用したっ この向朔的なシリコンダイナミックブレーキ制御は,二

非道解株式会什納80t水＼ドリl込クレーンの巻上200kWに採用して

2千丁納人し,規冶て好調に稼動[‾いである｡今後クレーン用直流電源と

してほ,このシリコン盤流一語浮力ミ大いに採用さjLる撒運にあり,静l卜

機㌍諒としての特長をいかんなく発揮することになろう｡

クレーン無線操縦装帯のりけ†ほ各方面からあり,八幡製鉄株式会

朴堺‾製鉄所転か卜場用に25tx6.85mの無線遠隔操作式の天井クレ

ーンを拳法作納入した､⊃木椀の無線装｢凱よ,什‾-｢仁式150Mc帯低rlりJ

形(無地許形)で従来のものに比べ‾許しく醗最′卜形化されている｡

策1図は同装置の発信器部を示す｡

17.1.2 天井クレーンの輸出現況

天外クレーンの輸出は,近来になく予告発で,輸出先はインド,フ

ィリッピソ,内約など東南アジア諸国のほかに,遠く南アフリカ連

邦にもおよんでいる｡

次に鰯介するクレーンは,39年度輸臼iされた天井クレーンの代

表的なものであるが,これらはそれぞれの要求に一己じ,外国規格を

適用し,かつ設計製作の面で,川二界でも有数の技術コンサルタント

の赦桁な検脊を総て納入したもので,さドJに実際製作の面でクレー

ンの--･部分に木口千国の介業を利用する新しい試みのものも含まれて

いる｡

(1)南7フリカ連邦･南阿昏注鉄(ISC(〕R)納30/15tx95天井ク

レーン3千丁

木機ほ製鉄所川のプロセスクレーンでスラブヤードに設降さjt

るものである--.j没.汁製rFはBS規格に準拠して行な漣っれた｡

大+1ニクレーンが南アフリカに輸汁1されるのほ本棟が初めてで,

これを足がかりとしてこの方向の輸王Hが期待できる｡また製作面

にぉいて輸送野性械の見地から,ガーダ,サドル,運転宅などの

乍羊横のかさむ卜要鉄骨部分な南阿のメーカーに依頼して現地製作

した｡このことは輸出クレーンの製作_I二のノ∴くで新しい道を切り開

いたといえるて‥.

(2)西パキスタン･マンダラ発電所納200/30t x80′天井クレ

ーン2台
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第3図 フィリッピソ･アンガット発電所納

140t(70tX2)×16m天井クレーン

第4囲 TISCO約8/10tチャージングクレーン

本機は水力発電所の主機据付用クレーンで,この発電所はイギ

リスのPC&R社が技術コンサルタントとなって建設されるもの

で,設計製作はBS規格に準拠し,設計から荷造に至るまで同社

の厳格な審査を経て納入したものである｡

(3)フィリッピン･アンガット発電所向90/15t x8.97mlfT,

140t x16ml白

いずれも主横堀付用クレーンで設計製作はEOCI規格(アメリ

カ)に準拠し,エドコップ杜(フィリッピソ),およびハルザ祉(ア

メリカ)の技術審査を経て納入したものである｡

(4)そ の 他

フィリッピソのマリアクリスティナ発電所,マニラ火力発電所

にそれぞれ170t,60tの機器据付用天井クレーンを,インドの

コタクデム火力発電所に120t天井クレーンを納入した｡

17.1.3 製鋼クレーン

(1)インド･クタ製鉄所(TISCO)納8/10tx56′チャージング

クレーン

イソド･タタ製鉄所向けとして針10tチャージングクレーン

を製作した｡本棟は同社S.M.S.No.1に納入されるものであ

るが,現在稼動中の欧米の各社製のクレーンに比べ著しく近代的

な設計となっており,現地での活躍が期待されている｡なお本機

は天井走行式の国内における製作実績の面でも最大級に属する｡

本棟のおもな特長は下記のとおりである｡

(i)主クラブと補クラブを別々のレール上を横行させる構造

役 機 145

第5図 三井造船株式会社玉野造船所納

80t塔形クレーソ

で,3ガーダタイプで真申のガーダを主クラブと補クラ

ブに共用させる形式とした合理的な設計になっている｡

主要部分の軸受にはすべてころがり軸受を使用している

が,特に旋回フレームの支持には旋回ポール･レースを

使用して構造を簡素化している(実用新案出願中)｡

運転熟ま主クラブ下面に離岸され視界はきわめて良好で

ある｡

(2)インド･タタ製鉄(TISCO)納125/30tx70′レード′レクレ

ーン/

インド･タグ製鉄所には1958年に200/50/20tx70′のレード

ルクレーンを納人しているが,今回同形式の125/30tレードル

クレーンを納入した｡

木枕は既納機の実績を高く評価されで受注したもので,既納枚

に比べ巻上荷奄は小さいが泥銑炉用クレーンとして転炉用クレー

ンなみの高ひん度で使用される垂負荷形であり,中形レードルク

レーンとしては最新の設計を盛り込んだ高性能のクレーンで

ある｡

本記のおもな特長は

(i)主巻上,主横行,走行は2モータ駆動方式で1モータで

非常運転できる方式になっている｡

主巻ロープは1本切断しても荷が落下しない構造になっ

ている｡

主巻上にはウォーム･ギヤを採用しているため非常にス

ムーズな運転ができる｡

17.1.4 引込クレーン

大形引込クレーンとして,三井造船株式会社玉野造船所に80t塔

形引込クレーン2台を納入した｡

本棟はわが国では定格荷重,旋回半径,揚程とも最大級のもので,

おもな仕様は次のとおりである｡

定 格 荷 重 80t 80t 60t 40t

旋 回 半 径 最小 24m 30m 43m 最大50m

揚 群 レール面上66m レール面下5m

おもな特長は

(i)直流電源として,M-GセットにかわりSRを使用した｡

(ii)走行装置は基礎不整による輪電のアンバランスをなくす

ため,完全イコライズ式とした｡

旋回部分,走行部分に2台の電動給油ポンプを置き,す

べて集中給油方式とし,保守の便を図った｡

ー145叩
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第6図 南岡市港湾局納5tx20mふ朗クレーン

ブームは三角断面で高張力鋼を使用し,構造の合卿ヒを図り電量

軽減を行なった｡

17.1.5
一基､頭クレーン

38年製作の福岡市港湾局納5tx20m半径のふ頭クレーン1号機

(弟d図)に引き続き2号機を受注し製作した｡1号楼同様,ふ頭ク

レーンとしてほ最高級の能率を誇り,旋回,引込みにほ油汗駆動フナ

式を採用している｡

1号機との相異点は

(i)フック軌跡指示装置をそなえ実際のコースを確認しながとて_)

運転者の意図する道にそって荷役できる｡

1号機と同一レール上を走行するが,さらに延長上の600

m半径のカーブ部分をも克行できる｡

などである｡

17.】.る 建設用タワークレーン

最近のビル高層化に対処して,自力クライミング式175t--111(5tx

35m,8tx22m),揚程100mの大形タワークレーンを2fi製作

し,大成建設株式会社に納入した｡本機ほ建物の高さに応じ作業し

やすい高さまで任意に自力でマストをつぎたしクライミングする方

式で,目下東京･第三大手町ビルの増築1事に析膵中である｡

本機のおもな特長ほ

(i)巻卜にHM制御方式を採用しているから安定した微速運転

ができる｡′ さらに荷重に応じ高低二段速度のほか0.5t以

下の軽荷覇では約50m/minの高速運転ができる｡

引込機構にはラムソン形を採用,荷重をほぼ水平に移動さ

せるとともにHM制御により安定した微速運転ができる｡

独特のクライミングカ式を採札 ロープのかけかえを行な
i_.J

ち-･1

論 第47巻 第1号

第7図175t-m建設用タワークレーン

ンを1千丁納入し,好評を得ているが,今年さらに50tディーゼル

レヅキングクレーン1台を製作納入した｡このレッキソグクレー

ンはわが国の国有鉄道幹線より1軸当たりの許容軸垂が低いた

め,列車にけん引されるときには本体ボギー前後にリリービング

ボギーを設け軸垂を均等に分散する方式を採用した｡この方式は

同産でほ初めての試みである｡そのほかおもな特長はつぎのとお

i)である｡

(i)雫気制御方式により軽快で確実な運転を行なうことがで

きる｡

トルクコンバータ付きディーゼルエンジンを使用してい

るため=肘な巻上,荷おろしの操作ができる｡

巻上他州にほ,それぞれリミット回路を設け,自動的に

動作を停止する安全装置が施されている｡

(iv)予備照明用電源として,3kWのディーゼル発電機を塔

載し,夜間作業の使を因ってある｡

(2)アルゼンチン国鉄納60tスチームレヅキングクレーン

本機はアルゼンチン国鉄より受柱になったもので,レールゲー

ジ1,676mnl,1,435mm,1,000mm3種計10台のうち第1回納

入分の1,676mmゲージ60tのレッキングクレーソである(,その

二日もな特長ほつぎのとおりである｡

(i)従来スチームを原動機に使用していたこの種のクレーン

の燃料ほ7i炭手焚であったがこれを軽油焚とし,バーナ

噴射式にし操作の便を囲った｡

うことなく確実,敏速なクライミングができる｡

(iv)駆動装置の高速部軌･ま油ギヤボックスにおさめてあるか仁_,

円滑,静粛で休守が容易である.1

(Ⅴ)シ】ブ掛こほころがり軸受を用い,かつ各部のノ浅検用ハシ

ゴ歩道を完備しているので保守,点検が容易である｡

(vi)各種の安全装置を完備している(巻_L,引込みなどの制限

装乱 半径荷重制限装‾f乱 航フ詫障害灯など)

17.1.7 レッキングクレーン

(1)台湾鉄路局納50tディーゼルレッキングクレーン

台湾鉄路局には昭和33年に45tディーゼルレッキングクレー

ー146-

第8図 台湾鉄路局納50tレッキングクレーン
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自力走行時の速度を2段切替えにして,低速時にはクレ

ーン自身で多少の重量物をけんりけることができるよう

にし末二｡

クレーンの什属中l■l･jとして,1編J如ニソラ､ソトれ-,カ

ブースカー,フユーユノしカー,ツー/しカー各1向を備え

ている｡〕

17.1.8 ブリッジデリックカー

台湾鉄路局向けとして製作したブリッジチリ､ソタカ､一ほ鉄道線路

上より,情けたの架設,柴倦む手fなうもので,車体上を水､ドに抜差

できるブーム先端につり金具を.設けているし,ブームほ最大けたをつ

った状態で一定範師抜差や/,ミ右移動ができる構造となっている｡第

10図はその外観を示したものである｡次におも■な什様む′J‾け｡

取 放 物 弔量 最大 30t

長さ 最人 231n

軌 間 1,067111111

ブーム抜差量 愚人 12.1111

ブーム左右動範開 最人 ±1.311-

全 長(連結面間) 26111

本機のおもな特長ほ次のとこわりである｡

(i)ブームを水､l叫こ抜差するため,ゾームを突き山した状態

(a)

(b)

(c)

でも建築限非内におさまり,スペースなとらない｡

.重量の軽減と,垂心位置の低‾卜を図るとともに二女走をよ
くするため次のような種々の方法をとっている｡

ブーム抜差装置にロープトロリ式を採用した｡

機械室を車体の後部に設けるとともに,機械室■卜～抑こ

ノミランスウエイトを取り付けた｡

後中間台わくおよび台申jっくがバランスウエイトとし

て働らくよう,心皿中心にピン､を通した｡

機械室の一部に設けた運転半より,すべての動作の運転

が可能である｡

(iv)作業能率をよくするため,ゾームの抜差_fゴよび左右動は

速度が二段に切替えられるようにした｡

け.l.9 ア ン ロ ー ダ

関西電力株式会社多奈川火力発電所,l卜本鉱業株式会社佐賀関製

錬所向けに各1台のアンローダが完成した.｡いずれも水ヤ引込クレ

第11図 大阪市港湾局納10tセミロープトロリ式橋形クレーン

投 機 械

第9図 アルゼンチン国鉄納60t レヅキングクレーン

147

第10区1台湾鉄路局納ブリッジデリックカー

ーン方式のものである｡

関西電力株式会社納のものは既納1･2号機とl朴---▲レールの延長

上に設置されたもので,能力ほ250t/h(石炭)で,主要仕様ほ既納

機と同じであるが,各と附こ改良が施されている｡

日本鉱業株式会社納のものは能力150t/h(銅精鉱)である｡

配置上ポータルの内側をトラックが通過するた媒)脚‾卜部の継ぎが

全然取れないのでラーメン構造の脚となっている｡

17.1.10 橋形クレーン

製作費･維持費の低廉,運転･保守の容易さなど他機種クレーン

i･こ比べ,非常に有利な点をもつ橋形クレーンは,製鉄･電力関係の

ほかに官公庁方面にも需要が伸び,今後も引き続くものと期待さjL

るが,最近の傾向としてほ特殊用途のものが多くなっている｡

(1)大阪市港湾局納10tセミロープトロリ式橋形クレーン

現在新設中の人阪括鉄鋼ふ頗に設置され本船からの鋼材陸揚用

に使用されるものである｡本機はトロリに横行装置を設置して白

光形式とし,巻上･【卜のみロープ操作とした当社独特のセミロープ

tlロリ式を採用しているため,運転がなめらかでロープその他の

保守が非常に容易となっている｡鋼材の荷扱いはトロリに運転室

が懸垂されていて荷の見通しが良く,着脱自在の長尺物用つりヒ

ームを備えており,各種の寸法に容易に適応できる｡傾転も白山

にできる設計となっているので運転能率はきわめてよい｡鉄骨部

分は従来の11ラス構造と変わり全体が優美なものとなっている｡

なお引き続き2･3号棟を製作中であるが,木椀ほし【引勺各地で

ぶ1由iされているこの種鉄鋼ふ頭用として注臼されているクレーン

である｡

(2)東北電力株式会社納150t/h揚比較

仙台火力発電所に2台納入したもので灰処理用グラブノミナット

付き橋形クレーンである｡ボイラからポンプにより沈殿他にため

られた灰をグラブバケットでつかみ上げ,いったんヤードに移し

て乾燥させた後再びグラブバケットでトラック模するもので,火

の比重が変動してもつかみ量を調整して過負荷とならないよう,

グラブバケットには新しい設計がとり入れられている｡
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第12図 東北電力株式会社仙台火力発電所納

150t/h揚灰機

(3)青森県庁納20t橋形クレーン

青森県八戸漁港ブロックヤードのコンクリート打設,型わくの

組立,築堤用ブロックの運搬などに使用されるクラブトロリ式の

橋形クレーンである｡現地の使用条件を十分考慮した設計となっ

ている｡

17.2 ホ イ ス ト

ホイストにおいては機種の系列化に主力を注ぎ,ローヘッド形単

速電動トロリ,防爆形ホイスト,耐酸形ミニホイストの系列機種を

完成した｡また荷役の合理化にともなって使用ひん度が高くなると

同時に作業の安全性が要望されるようになってきたが,これに適合

する専用ホイストとして耐摩耗走行弧 ならびに荷振れ防1L装置を

装備したホイストを製造している｡

モートルブロックにおいてほ適相警報ブザーを取り付けていっそ

う使いやすいものとする一九ホイストに近い高性能を有するBIiK

形モートルブロックを開発した｡

輸出の面においては,アメリカの有力な商社からモートルブロッ

クの性能的価格的優秀性が認められ,継続輸出契約が成立した｡

】7.2.1ローヘッド形単送電動トロリ

本機種は従来の二重速電動トロリを基本とし,小形軽量化を図っ

たものであり,その系列化を完成した｡容量1t,2t,3tの3枚

･三･､三…∧婚

潤
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第13図

5BHK-BMTK形モー

トルブロック
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種でいずれも走行速度は20/24m/min(50/60c/s)である｡本機は

軽量でありかつ,左右のフレームの結合部が改良され,Ⅰビームへ

の架設が容易であり,かつモートル軸を分割して分解点検の傾が図

られるなどの特長を備えている｡

け･2･2 モートルブロック

(1)BH形モートルブロック

モートルブロックほ軽量小形であるため移設が行なわれやす

く,その際電源接続を誤り,逆相となって本体を破損しがちであ

つたが,このような逆相を防止する臼的で迎相警報ブザーを取り

付けた｡本装置はモートルブロックの三相電源回路にブザー,抵

抗およぴコンデンサの組み合わせによる特殊回路を形成し,電源

が逆相に接続されるとブザーが鳴り,警報するものである｡

(2)5BHK-BMTK形モートルブロック

木椀は性能的,価格的にホイストとBK形モートルブロックの

小間の荷役層をねらったもので,巻上速度が早く,押ボタン操作

式電動トロリ付きのモートルブロックである｡モートルは自己制

動装置付きのコーンモートルで,安全でありブレーキの寿命が長

い｡減速歯車は密閉油浴式で,軸受ほすべてころがり軸受である｡

トロリは走行ブレーキ付きで,操作性の向上が図られている｡い

ずれも高級鋳鉄製フレームで密閉構造となっている｡おもな仕様

は容量5t,巻上速度1.5ル8m/min(50/60c/s),リンクチェー

ン9.5¢3本掛け,定格30分である｡

け.2.3 特殊ホイスト

(1)1t耐高ひん度自動ホイスト

今回新構想を採り入れた耐高ひん度自動ホイストを完成した｡

木椀は鋳物工場でキュポラから溶湯を受け,これを自動走行しな

がらコンベヤ上の鋳型に托渇する作業に使用されるものである｡

この作業は昼夜連続で従来になく高ひん度であるので,これに耐

えるようⅠビームに代わってHビームを使用し,特殊形状車輪を

採用している｡また作業の安全性を確保するために,自動走行に

際しては低速で起動し,ついで高速に自動的に切換えて荷の振れ

を少なくし,かつ独立した2本のロープにより荷をつるようにし

て振子運動を防ぐと同時に,もし1本のロープが切れても他のロ

ープでささえることのできるロープ独立国定式荷振れ防止装置を

装僻している｡そのはか溶銑の放射熱からホイストを守る防熱

板,さらに自動走行中に警報のため点滅するランプなどが取り付

けられている｡

(2)防爆形ホイスト

可燃性ガスの充満している場所で使用できる防爆形ホイスト

は34年度から製作を開始し好評を待ているが,さらに機種を増

第14図1t高ひん度自動

ホイ スト
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第16図 南海電鉄株式会社納400kWケーブルカー巻上磯
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第17図 羽幌炭鉱鉄道株式会祉納600kW単胴巻上放

し5t防爆形ホイストならびに3tダブルレール形防爆形ホイス

トを加えて,%tから5tまで普通形,ローヘッド形,ダブルレ

ール形の全機種の防爆形ホイスト系列を完成した｡本棟種は実験

的に検討した結果から電気品はもとより電磁ブレーキの轢械部分

なども耐圧防爆構造として安全性を向上している｡防爆構造は耐

圧防爆構造で,発火度G2,爆発等級2である｡

(3)耐酸形ミニホイスト

メッキ工場のように薬品に侵されやすい場所の軽量荷役に適す

る撥種として,容量125kg,250kg,500kgの耐酸形ミニホイス

トを系列化した｡本棟はMH形ミニホイストを基本として機械純

分および電気部分を完全解閉構造としたもので,外側は耐酸塗料

その他特殊処理が施されている｡

17,3 巻 上 機

17.3.1南海電鉄株式会社納400kWケーブルカー設備

本設僻はケーブルカー設肺として,本邦点火の容量であるととも

に,最新の制御装置を備えた新鋭設備である｡高野‥川こほすでに

148人乗ケーブルカーが設備されていたが,最近いちじるしく増大

した輸送量に対しては容量不足の状態に立ち至った｡そこで既設の

設備を撤去してそのあとに260人乗と能力をほぼ付川11したのが本設

備である｡本設備は巻上棟も4001くWの大容量のものとし,串仙ま

2両永久連結としたものである｡

運転方式には電気ブレーキによる自動制御を採用し,抑ボタン開

閉器による自動運転としてある｡非常ブレーキには減速度の自動制

第18図 シヤクリ防止装置カム

御能力を右する,口立無衝撃ブレーキ装置を採用し,車軸ブレーキ

の動作する機会の減少を図るとともに運転の安全性向上を図ってい

る｡常用ブレーキも大容量のため,空気ブレーキを採用して操作を

簡易化している｡

信号刀式には勅プJ線搬送方式を用い,電力と信号ならびに通話を

1本のトロリ線で兼用する方式を採用し,万一信号装置故障のとき

は予備機と切換えができるようにしてある｡

そのほか客車位置指示器補正装筐,副ブレーキの装備など,より

高度の機能を持たせたものである｡

17.3.2 羽幌炭砿鉄道株式会社納占00kW単胴巻上横

木機は羽幌炭砿鉄道株式会社築別砿業所に納入,斜坑坑外に設置

されて,人員および材料串の巻上に使用されるものである｡そのお

もなる特長は次のとおりである｡

(i)シヤクリ防止装置を取り付け,シヤクリ現象に伴う弊害を

除去する構造とした｡

すなわち,緩傾斜坑道における制動時のシヤクリ現象の防止に

ついては従来よりその防止策が考えられてきたが,37年度,麻生

鉱業納600kW単胴巻上機に引き続き,木椀にも採用したもので

ある｡本坑道傾斜は15ロ30′～70に変化しているため,従来の制動

機ではシヤクリを起こし危険であるため,坑道傾斜に沿ったカム

により絞り弁を介して坑道傾斜に応じて制動力を自動的に加減す

るようにし,非常制動時はもちろん,常用制動時においてもシヤ

クリを防止するものである｡

(ii)可逆制御署旨の操作に油圧装鐙を採用し制御器の拙作を門

札 軽快にした｡

第19図 運 転 操 作 デ スク
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第20図125kW 巻 上 機

(iii)軸受温度警報装鐙を設け,軸受温度の異状上舛があった場

合ほ運転者に警報し軸受を保護するようにするとともに,運転日

前面に温度計を設け一日で各軸受温度を知ることができるように

した｡

(iv)従来深度計に取り付けられた各種リミットスイッチを一個

所にまとめ,巻胴軸より駆動されるカムにより操作される力式と

し,動作の確実,調整容易な構造とした｡

17.3.3 日本鉱業株式会社納125kW立坑設備

本設備は日本鉱業株式会社峯の沢鉱山に納人され,｢｢勺鉱山l■′坑坑

州こ設置され,コンバインドスキップにより地【F350mの坑底より

鉱石を搬出するとともに,人員,資材の運搬に使用されるものであ

る｡巻上機は2次抵抗制御による復胴プレートクラッチ付き125kW

巻上磯で,コソバイソドスキップは上部にケージ,下部にスキップ

を組.み合わせたもので日立一PIC式底戸開閉機構を採用した第1号

機である｡以下コンバインドスキップの特長を述べる｡

(i)底戸開閉機構はデットポイントを利用したワンリンク方式

で開閉動作はスキップ内にあるスリットと立抗わくに設置したガ

イドにより行なわれ,構造簡単で確実な方式となっている｡

(ii)立坑内を昇降中ほロッキングアームがデットポイントを越

えた安定状態にあり,しかもバネにより常に抑えられている安全

構造である｡

(iii)スキップが正常位置に悼Jl二すると,底戸の先端はホッパー

付こ十分に突出し,まったく漏鉱のない放出が行なわれる構造で

ある｡

第21凶 コンバイント､スキップ

17.4 コ ン ベ ヤ

17.4.1 コ ン ベ ヤ

運炭設備関係は東京電プJ株式会社川崎火力発電所における第4期

増設コンベヤが納入されたが,前年度に比べると低調であった｡か

ず物用コンベヤとしては旭化成株式会社川崎工場,日本通運株式会

社晴海ふ頭納のものが完成した｡この内老はかず物用コンベヤとい

う点で従来実績の多いばら物用コンベヤにはない数々の特長を有し

ている｡

日本通運株式会社納のコンベヤはポータブルドナルドコンベヤ

で,近年輸入量の増したバナナをノミナナ船より荷卸しを連続的に子J

なうものである｡バー付きチェーソコンベヤの一種であるが現在国

内では他に見られない新製⊥弘である｡

このコンベヤの最大の特長はかず物の船積み,船卸しをコンベヤ

化したもので,地上後方設備を整備することにより従来のフック荷

役と異なり一貫した連続荷役が可能となる｡また積荷の多少,潮の

干満による船の上‾卜ほ荷役作業中にでも容易に調整可能な差動歯車

駆動となっている｡

このほか名港海運株式会社にメーズ輸送設備が納入された｡この

サイロは最近各所で採用されるようになったばら搬出を主体として

計倒されたものである｡設備は受入れベルトコンペヤ,張込みケー

スコンペヤ,ポータブルべノントコンベヤなどより成っている｡特に

経済的な設備とするため受入れは普通用いられるケースコンペ1ナの

第22囲 日本通運株式会社納ポータブルドナルドコンベヤ
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第24図 高速コンベヤ稼動状況

代わりにベルトコソべヤを採用したが,メーズの変質を防ぐたが)プ三

食防水構造とした点が特長である｡

17.4.2 日本鋼管株式会社納バーインコイル精整コンベヤ

鉄鋼各社において線材庁延設備が計和またほ新設されているが,

汗延設備が従来の半連続式から全速綻式に合邦化されるに従って,

コイルの単垂は増加し,生産量も飛躍的に増大した｡

このような傾向から精整設備もまた近代化され,庁延設備に対応

した設備をそなえ,精車作業も完全に自動化され,きわめて能率よ

く製品の処理が行なわれるようになった｡

今回日本鋼管株式会ネHl=崎製鉄所に,コイル精解コンベヤー式を

納入した｡

本設備の主要機械の什様を次に･示す｢.

(a)コイルf_1二様

繰 径

コ イ ル外柁

コ イ ル弾幕

コイル送出間隔

輸 送 量

(b)高速コンベヤ

輸 送 速 度

機 長

ス ラ ､ソ ト

(c)移載プ､ソシヤ

速 度

ス ト ロ ー ク

((】)イ氏速コソべヤ

輸 送 速 度

13～25mmゥi

l,250mnlり

最大 400kg

最小 15.5s

最‾人 65t/l1

60】Ⅵ/min

12.3m

l,400mnlgX295mnlW

ダクタイル鋳鉄製

0.8m/s

l.7m

15m/min

第26図 900t/llス タ ッ カ

第25図 低速コンベヤフックコンベヤ稼動状況

機 長

コイル積載ピ､ソチ

(e)哉 荷 装 置

作 動 時 間

駆 動

(f) フ､ソクコンべヤ

輸 送 速 度

全 長

有 効 長

ハンガーピ､､,チ

駆 動 ソJ式

(g)パ イ ラ

形 式

集積コイル数

39.6m

l.Rm

7s/1cyrle

電 動

18m/min

369m

307m

2,144月mm

2個所キャタピラ駆動

トラフ式パイラ

10コイル/1トラフ

け.5 スタッカ,リクレーマ

ばら物ヤードにおけるスタッカ,リクレーマなどの連続荷役機械

の伸長はめざましいものがあるが,39年度その第一期工事を完成

した東海製鉄株式会社の原料ヤードにおいては,スタッカ,リクレ

ーマによる連続荷役方式を完全に採用している｡特にリクレーてに

ついては払出能力にバラツキがなく,かつ機構的にも複雑でないこ

となどをおもな利点としてショベルホイル式リクレーマが全面的に

採用された｡このことはこの種の連続採集式荷役機械においてシ｡

ベルホイル式がジプローダ式に比べてその優位が認められたことを

物語るものである｡以下各棟の構造特長について述べる｡

(1)900t/hスタッカ

粗鉱ヤードに1台,精鉱ヤードに2台原料受入用として設備さ

れ,2台のうち1≠㌻はトリッパ部分に素通り機構を設け再送も可

能である｡本体をプレート構造,ブームおよび傾斜コンベヤをト

ラス構造とし,軽量化を図った｡将来遠隔無人運転が行なえるよ

う,機体にセルシソ発信器を設けて走行位置を遠隔操作室に表示

するとともに,ベルトスリップ検出装置,片寄り検出装置,電動

油任式レールクランプなど,リモートコントロールに必要な装樫

を肺えている｡

木椀の能力は,鉄鉱石900t/h,旋回半径20.5m,ベルト幅

1,200mm,速度80m/minである｡特に地ヒコンベヤの駆動馬力

を軽減するため本体に接続する後方の傾斜コンベヤを設け,さら

i･こその後方にトリッパコンベヤを両線__とに配賢したものである｡

(2)630t/hリクレーて

精鉱ヤードに設備され,ヤードより鉱石を採集して高炉送i)ベ

ルトコンベヤに移送するものである｡採集は回転するショベルホ

イルにより鉱石を切り出すものであり,従来ボーキサイト,石炭

などに使われたショベルホイルの実績と,試験機による鉄鉱石採
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第27図 630t/hリク レ
ー マ

集の研究結果を結実して,鉄鉱石用ショベルホイル式リクレーマ

を完成した｡本機は見かけ比重,粒度の異なる多種類の原料鉱石

を取り扱う関係上ショベルホイルの回転を無段変速とした｡その

駆動方式は日立インダクショソカップリングによるもので,IC

方式による電気制御を採用している｡ショベルホイルの直径は

3,550mmで従来の形と同様バケットはセルなし形とし,刃先に

は耐摩耗性の肉盛り溶接を行ない,つめ付きとして過酷な使用条

件に十分耐えうるものである｡ブーム基部に電子管式計重機を設

けブームコンベヤ上の運搬量を運転室において監視し定量払出し

を行なうとともに,中心部のホッパには近接スイッチを設けてホ

ッパ詰まりに備えている｡ホッパ下方にはベルトフィーダがあ

り,定量払出しが完全に行なえるよう考慮してある｡

本棟の採集能力は,鉱石630t/h,旋回半径30m,ベルト幅1,000

mm,速度80m/minである｡

(3)630t/hヒタクレーマ

精鉱ヤードに設備され,塊鉱を高炉工場へ送るはか,焼結鉱を

ヤードルストックするための貯蔵作業も行なえるようにしたスタ

ッカ,リクレーマ兼用機である｡採集に使われるショベルホイル

は前記リクレーマとまったく同様である｡能力は払出時630t/h,

貯蔵時500t/h,すでに数々の実績をもつプレート構造による目立

独特のスマートな形式で,積み込み用のため後方に傾斜コンペヤ,

トリッパコンベヤを備えており,トリッパコンベヤには素通り棟

構を設けて直送可能な構造とし,東海製鉄原料ヤードにおける唯

一の貯採集兼用機として異彩をはなっている｡旋回半径30m,

ベルト幅その他の仕様は前記リクレーマと同様で,集電方式はい

ずれも平形ケーブルをトルクモータにより巻き取る方式である｡

け.占 特‾殊荷役装置

特殊荷役装置は量産工場において,荷役の合理化に費要な役割を

構ずる機種である｡

パレットローダは量産工場で箱づめ,袋づめされた製品を,バレ

フトに自動的に決められたパターンに積みつけを行なう機械であ

る｡本棟の採用によりパレチゼーションシステムがはじめてその効

果を発揮することができる｡

17.占.1自動パレットローダ

ビール633cc24本入木箱用高速形パレットローダをサッポロビ

ール株式会社川口工場,目黒工場,札幌上場および鴻池運輸株式会
社サントリー作業所に納入した｡

本棟は長期間にわたる試作機での現地試験の結果をとりいれ改良

を加えた新鋭機である｡

(1)取扱物はビール木箱24個を一段6個4段積みするもので,

パレットの寸法は900mmxl,200mm,積み上げ高さ1,400mm,
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頁量は約1tである｡

(2)処理能力ほ平均40箱分,最大45箱分という高速である｡

すなわち32秒で1パレットが作りあげられる｡この速度は他に

例をみないものである｡

(3)寸法公差が大きい木製械箱を人手作業以上にきれいに積み

上げることができる｡

(4)特殊駆動装置,特殊配列装置を使用しているので,運転が

静粛で,びんの破損はきわめて少ない｡

(5)操作回路は,プラグイソ式無接触リレー,検出には無接点

化した近接スイッチを使用しているため,長寿命とともに交換が

きわめて簡単である｡

パレットローダの性能向上に伴い,その高性能を完全に発揮さ

せるためには,導入コンベヤの性能が問題である｡すなわち,製

造機械より任意の間隔で送られてくる取扱製品を,処理するため

には,これらの間隔を日動的に等しくする必要がある｡この手段

としてストレージコンベヤとメータリングコンベヤの組み合わせ

方法を採用した｡これはコンベヤにより粗緯披の形ではこばれて

くる取扱製品を,ストレージコンベヤで調整し能力だけの個数を

メータリングコンベヤによりパレットローダに供給する方式であ

る｡この方式の採用によりパレットローダの稼動率は飛躍的に向

上した｡

17.7 空気輸送機

39年度における空気輸送橙の需要傾向は38年度に引き続き石油

化学,窯業,港湾荷役など多方面にわたi)活発となっている｡特に

石油化学は新増設が相つぎ全体の約60%を占めている｡

17.7.1合成樹脂輸送装置

三菱油化株式会社四日市工場･川尻工場,日本オレフィン化学株
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第30図 東洋嘩包ミ株式会社納燦蒸装置の一部

式会社川崎工場,日本レイヨン株式会社岡崎工場などに大規模な合

成樹月旨輸送装置を納入したが,とくに三菱油化株式会社四日市工場

および川尻工場に納入した装置のうちにフローコソべヤ方式という

高能率の系統がある｡これは輸送方法が従来のように空気の流れに

輸送物をのせるのではなく,輸送物が配管内を流動化しながらある

程度の塊となって輸送される｡したがって管内風速ほ従来のものに

比較して非常におそくかつ高混合である｡このフローコンベヤ方式

は輸送距離がほとんど垂直であり,しかも系統数が多い場合に有効

である｡四日市工場納入のものほ十数系統の設備を1≠チのルーツブ

ロワによって任意の系統数を同時輸送している｡

】7･7･2 穀物輸送および燻蒸装置

港湾荷揚げされた穀物を数多くの倉樺に分散輸送しかつ燻蒸する

設備1式を東洋埠頭株式会社に納入した｡この種の装置でほ普通円

筒形サイロに穀物を貯蔵するのが一般であるが,今回ほ締閉された

部屋を使用しているため貯蔵量の効率向上および均一化を図るた

め,各部局の分岐吹込部を加速して穀頸が飛散しやすいようにして

いる｡また穀物iこついている虫の殺虫効果をあげるため燻蒸ガスの

噴出部に留意しかつ空気輸送と燻蒸の排気管を兼用している｡

17･7･3 キルンダスト吹込装置

集じん装置にて回収したキルンダストを二重式空気輸送機により

連続的にキルンに吹込む装置を日本セメント株式会社香春工場,豊

国セメント株式会社刈田工場に納入した｡このダストほ約150℃と

いう高温でしかも非常に微細であり,回収することによって生産性

と品質の向上に寄与している｡なお‾F限用レベルスイッチには電動

式のトルク形のものを開発した｡

け.7.4 電気炉集じん装置

弧光式電気炉の集じん装置として直接吸引力式の装繹を試作し,
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亀有工場に設置した｡これは電気炉から排出されるダストを炉ぶた

にあけた穴から直接吸引し,水冷および空冷を効果的に行なってバ

グフィルタで描集する方式である｡その特長は,これまで国内で二,

三見られた間接吸引法と比べ処理風量が約%であり,動力費もわず

かですむことである｡本棟は6トンおよび5トン炉を一系統で処理

しているが,バグフィルタはガラス繊維で面積280m2,ブロワは

55kWを用いている｡また,炉内圧を常に最適に保つため,大気

圧±1mmAqを検知して働く確実な風量調節装置を備えている｡

17.8 水力輸送装置

高揚程水力輸送装経として,日立独自のアイディアで開発された

ハイドロホイストは,さきに石炭技術研究所古河好間試験所におけ

る使用実績によって,広く一般にその真価が認められている｡すな

わち,固形物をそう入する部分と,高圧を発生する部分を明確に分

離することにより,従来不可能であった,100kg/cm2近い圧力に

いたるまでの,高揚程水力輸送が可能となった｡この成果のうえ

に,さらにハイドロホイストの経済性をよりいっそう高めるために,

ハイドロホイストの濃度の日動制御に関する実験が行なわれた｡こ

の装置は,ハイドロホイストの混合液供給部分を構成する,ブレー

ドレスサンドポンプの吸込管の濃度を検出し,これにより,混合液

の吸込濃度を一定にしようとするものである｡

試験の結果この種装置が十分実用に耐えうるものであることが明

らかとなった｡

今後ノ､イドロホイストの用途はますます拡大し,石炭のみならず,

土砂,鉱石その他産業のあらゆる分野に広く適用されることが期待

される｡
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